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用植物資源としてのシナモンが確認された地域は図 2 のようである。1730 年
代の記録である『享保・元文諸国産物帳集成』に記載されていたのは、「肉桂」
と「桂心」であった。詳しい記述は見られなかった（図 3）。全国的には、わ





















帳』第 9 巻、 p. 173。
（右）『周防産物名寄』より
出典：『享保・元文諸国産物






























出典：『江戸後期・諸国産物帳集成』第 16 巻、p. 302。
桂根 1 貫目、税
銀一文目、肉桂 1


































出典：『江戸後期・諸国産物帳集成』第 7 巻、pp. 161-162。
図 6『駿国雑志』に記載されたシナモンの例




































安田健編（1995）『江戸後期・諸国産物帳集成』第 1 ～ 21 巻、科学書院。
巻数 地域名 文書名・地方名 文字 ページ数
4 上野・下野・武蔵・上総・下総・相模 『七島巡見志』 肉桂 139
5 佐渡・越後 『越後名寄』 桂 616
6 越中・能登・加賀・越前・若狭・信濃 『越州物産志』 桂 833





11 因幡・伯耆・出雲・石見・安芸・備前・備中・備後『福山志料』 肉桂 406














15 阿波・淡路 『阿淡産志』 桂 588



























20 琉球 『質問本草』 桂 522
『中山傳信録物産考』 桂 123
付表　『江戸後期・諸国産物帳集成』に現れるシナモン一覧
27第 2章　江戸時代のシナモンの受容と伝播
